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ある 1）。この初期剛性を約 3 倍に、変形性能を 2
倍にすることで壁倍率 7.0 の確保が可能となる。











    
図 2 高減衰ゴムの荷重－変位関係 
  
 
図 3 摩擦材の荷重－変位関係 
 
3．ダンパーおよびシステムの概要 
































図 5 ﾀﾞﾝﾊﾟｰの設置方法 
 














 図 5 の機構の解析モデルを図 7 に示す。高減衰
ゴムの復元力特性についてはトリリニアモデル
とし、摩擦材はバイリニアモデルとした。解析


















を 2 種類とし、また、剛性を 2/3 としたものも製
作した。各試験体に使用したゴムは同じもので
あり、せん断剛性 G=0.8N/mm2である。加振パラ
メータは、表 2 に示す 7 とおりとし、各加振は正
負 4 回繰り返しとした。写真 1 に実験の実施状況
を示す。 
図 9 にダンパーNo.1 の荷重－変位関係、図 10
に最大変位時の割線剛性と等価粘性減衰定数























1 75 65 5.0 243 42.8 8.6 
2 83 70 6.5 293 56.3 8.7 
3 75 65 5.0 162 28.5 5.7 
4 83 70 6.5 196 37.7 5.8 
表 2 加振パラメータ 







1 6 静的加力 1/67 
2 1 3.0 18.8 1/400 
3 2 2.0 25.1 1/200 
4 4 1.5 37.7 1/100 
5 6 1.0 37.7 1/67 
6 9 0.67 37.9 1/50 以上 
7 12 0.5 37.7 1/50 以上 
 
 







































































図 10 各ダンパーの剛性と等価粘性減衰定数 
 
6. 滑り接合部の静加力実験 

















図 11 滑り接合部 
 
 














































図 14 ダンパーの復元力特性モデル 
 














1） 目標壁倍率 7.0 を確保するためのバイリニ
アモデルの設定を行った。 
2） デバイスの初期剛性を 3 倍、変形性能を 2
倍にすることで壁倍率 7.0 の確保が可能で
あることを確認した。 
3） K 型を基本として、高減衰ゴムと摩擦材を
適用した新たな制振機構を提案した。 
4） 提案した制振機構をモデル化し、増分解析
を実施した結果、目標バイリニアモデルが
再現できることを確認した。 
5） 高減衰ゴムダンパーに滑り接合部を併用し
たパッシブ制振機構のダンパーと滑り接合
部の実験を行い、各要素は、目標の性能に
達していることを確認した。 
今後、このシステムと軸組との接合部仕様を
検討し、軸組に搭載した状態での実験を行う。
実験の結果、摩擦材を用いたデバイスの治具を
再検討する必要がある。 
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